
















































































A Translation of Virginia Woolf’s“Evening over Sussex:
Reflections in a Motor Car”(1927?)from (1942)
坂 本 正 雄 訳
translated by Masao SAKAMOTO
(和歌山大学教育学部英語教室)
2014年９月30日受理
The Death of the Moth and Other Essays
サセックスの夕べ：車からのながめ
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すると四番目のわたしが(待ち構えている自己、見た
目休眠状態、だしぬけに飛びかかってくる。そのこと
ばはこれまで起きたことにはたいてい関係がないけれ
ど、その唐突さゆえに気をつけていなくてはならない)
言った、「あれを見て」。光だった。きらきら、気まぐ
れで、説明できない光。ちょっとの間、わたしはそれ
が何だということを言えなかった。「星だ」。それから
そのちょっとの間、星は妙に意外性の光を明滅させ、
踊り、一条の光を出していた。「あなたの意味が分かる
わ。」わたしは言った。「突飛で、衝動的なあなた、丘
の上に現れる光が未来から落ちてきたものだというこ
とをあなたは感じている。このことを理解しましょう
よ。頭でわかりましょう。わたしは過去にではなく未
来につながっていることを突然感じる。五百年先のサ
セックスのことを考える。雑なところがたくさん蒸散
していくだろうと思う。なんでもが気化し、なくなっ
てしまってゆく。魔法の門がある。電力の風で家々は
清められてゆく。強くきちんと統御された光が周りを
照らしながら、地上をゆく。丘に動く光を見てごらん。
それは車のヘッドライト。昼に夜に、サセックスは五
百年も経てば、すてきな考えで、効果的な光線が力強
く降り注ぐだろう」。
太陽は地平線にとうに沈んだ。闇が急速に広がる。
わたしの自我たちには何も見えなかった。生け垣に当
たったヘッドライトの細い光が見えるだけだ。それら
を召喚して言う。「さあ、勘定書を書き上げる季節だ。
わたしたちを集めなくてはならない。ひとつの自我に
ならなくてはならない。もうなにも見えなくなった。
われわれの光が繰り返し見せてくれるくさび形に見え
る道と堤防以外には。わたしたちは完全に武装してい
る。ぼろ布であっても暖かく包まれている。風と雨か
らは守られている。私たち以外には誰もいない。勘定
の時だ。さあ、わたしはみなの座長役。持ち寄った戦
利品を順に並べることにしよう。今日はたくさんの美
を持ち込んだ。農家、海に切り立つ崖、実りかけの畑
地、まだら模様の畑地、赤い羽で掃いた空、そういう
ものみんな。なくなってしまうものもあり、死ぬ人も
いた。消えてゆく道、ちょっとの合間光って暗くなる
窓。それから明滅する光もあった。それは未来を照ら
していた。」わたしは言った、「わたしたちが今日作り
上げたものは、これだ。この美だ。個人の死、それか
ら未来。見てごらん、あなたの満足のいくように小さ
な像を造ってあげよう。ほらやってきた。この小さな
像は、熱い風が一吹きで家々を一掃してしまうとき、
美の中を、死の中を、経済的で力強く効率的な未来へ
と進んでゆく。この小さな像にあなたは満足するだろ
うか。見てごらん。ほらわたしの膝に載っている」。わ
たしたちは座り、その日に作り上げた像を見つめた。
岩でできた大きな板、房状の木がその像を取り囲む。
ちょっとの間、とてもまじめな顔つきだ。まるで物事
の現実が敷物の上に展示されているかのようだ。もの
すごい身震いがわたしたちの身体を駆け抜ける。電気
の塊がわたしたちの中に入ってきたようだ。わたした
ちの自我は声を揃えて叫ぶ。「そうだ、そうだ」と。認
知の瞬間になにかを断言するかのように。
するとそれまで黙っていた肉体が歌を歌い始める。
初めは、車輪が動き始めるときのように低い音で。「ベ
ーコンエッグ、トーストとお茶、暖炉と風呂。暖炉と
風呂。野ウサギのシチュー」。それから続けて「赤カラ
ントのジェリー、ワインを一杯、その後に珈琲を。後
で珈琲を一杯。そしてベッド、それからベッド」。
「もう行くのよ。」わたしは自分のそれまで一体とな
っていた自我たちに言った。「もう仕事は終わりよ。お
しまいよ。お休み」。
すると旅の残りはこのわたしの肉体がうまい具合に
まとまりあって演じられてゆくのだ。
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